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小林純教授記念号に寄せて
小林純先生は長年にわたり, 立教大学経済学部の教育・研究の向上と発展に尽力されてきま
した｡ その小林純先生の功績を讃えて, 本記念号を発刊できることは, 経済学部にとって大変
に名誉なことです｡
小林純先生は    年３月に東京都立大学経済学部を卒業され, 同年４月に立教大学大学院経
済学研究科に入学されました｡ その後, 博士課程在学中の    年から１年間, 西ドイツのテュ
ービンゲン大学に留学され, さらに    年４月からの３年間を経済学部助手として本学に勤務















ラムの確立・定着にも尽力されました｡ さらに先生は立教大学のみならず, 横浜国立大学, 横













て    年に 『マックス・ウェーバーの政治と経済』 (白桃書房) を上梓され, その後も    年
に 『ウェーバー経済社会学への接近』 (日本経済評論社),     年に 『ドイツ経済思想史論集Ⅰ』
および 『ドイツ経済思想史論集Ⅱ』 (唯学書房),     年には 『マックス・ヴェーバー講義』
(唯学書房) および 『ドイツ経済思想史論集Ⅲ』 (唯学書房) など多数の著書を公刊されていま
す｡ これら以外にも共著書や論文などは枚挙に暇ありません｡ これら先生のヴェーバー研究の
成果は, その論理の精緻さと実証密度において日本のヴェーバー研究の水準を一気に引き上げ
る画期的なものと評価されています｡ また, 近年の先生は  世紀思想史, 特にオットー・ノイ
ラートへと関心を拡大され, 激動する社会状況の中での社会科学的な知の在り方そのものを問
い直す方向へと研究を深められています｡ また, 先生は経済学史学会, 政治経済学・経済史学
会, 社会経済史学会, ドイツ資本主義研究会などの学会でも各種委員に就任され, 学界の発展
にも大きく貢献されてきました｡
小林純先生は経済学部教授会等において, そのユニークな視点から多岐にわたって様々な問
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